
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































挿図 『堀江巻雙紙』 (堀江Ⅱ)・第 10 巻 (部分｡ MOA美術館所蔵)
異
本
絵
巻
に
お
い
て
、｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
の
男
は
二
つ
の
姿
態
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
姿
態
と
は
、
臥
す
姿
態
と
、
立
ち
す
く
む
姿
態
で
、
異
時
同
図
法
で
描
か
れ
て
い
る
(
４)
。
東
博
本
と
益
田
家
本
は
立
ち
す
く
む
姿
態
の
み
で
あ
る
が
、
益
田
家
本
は
男
が
正
面
を
向
い
て
お
り
、
屋
敷
に
向
か
っ
て
立
っ
て
い
る
、
異
本
絵
巻
や
東
博
本
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
(
５)
。
堀
江
Ⅰ
と
堀
江
Ⅱ
の
月
若
は
、
荒
れ
果
て
た
生
家
に
向
か
っ
て
立
っ
て
い
る
。
｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
を
絵
画
化
し
た
、
異
本
絵
巻
の
立
ち
す
く
む
男
の
姿
態
や
、
東
博
本
の
男
と
同
様
の
図
柄
で
あ
る
。
異
本
絵
巻
に
異
時
同
図
法
で
描
か
れ
た
、
臥
す
男
の
姿
態
は
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵
本
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
６)
。
ま
た
、
右
の
月
若
の
歌
を
受
け
て
行
わ
れ
る
、
月
若
一
行
に
よ
る
仇
討
を
絵
画
化
し
た
堀
江
Ⅱ
第
十
一
巻
の
、
国
司
の
館
の
光
景
に
は
、
広
げ
ら
れ
た
ま
ま
の
書
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
判
読
が
き
わ
め
て
難
し
い
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
冒
頭
の
三
行
は
辛
う
じ
て
読
め
る
。
字
配
り
や
用
字
も
含
め
、
原
本
に
忠
実
に
記
す
。
む
か
し
ひ
ん
か
し
の
五
条
に
お
ほ
き
さ
い
の
宮
お
ハ
し
ま
し
け
る
右
の
記
述
は
｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
堀
江
Ⅱ
の
制
作
者
の
周
辺
に
｢
伊
勢
物
語｣
が
存
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
六
、｢
堀
江
物
語｣
に
お
け
る
和
歌
の
役
割
以
上
の
検
討
に
よ
り
、｢
堀
江
物
語｣
の
古
浄
瑠
璃
本
文
に
｢
伊
勢
物
語｣
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
の
男
を
、
｢
堀
江
物
語｣
の
月
若
に
見
立
て
て
い
る
。
月
若
の
歌
を
は
じ
め
、
三
箇
所
に
配
さ
れ
た
和
歌
が
古
浄
瑠
璃
本
文
で
は
物
語
の
展
開
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。物
語
本
文
に
は
な
い
和
歌
が
古
浄
瑠
璃
本
文
に
は
何
故
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
堀
江
Ⅰ
や
堀
江
Ⅱ
の
詞
書
は
、｢
堀
江
物
語｣
が
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
と
し
て
上
演
さ
れ
る
以
前
、
す
な
わ
ち
語
り
物
時
代
の
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
７)
。
筆
者
は
、
堀
江
Ⅰ
・
堀
江
Ⅱ
と
同
じ
、
岩
佐
又
兵
衛
な
い
し
は
そ
の
工
房
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
岩
佐
又
兵
衛
風
古
浄
瑠
璃
絵
巻
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
詞
書
に
、
意
図
的
な
改
変
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
事
例
を
指
摘
し
た
(
８)
。
す
な
わ
ち
、｢
浄
瑠
璃
物
語｣
の
一
伝
本
で
あ
る
『
上
瑠
璃』
(
絵
巻
。
全
十
二
巻
。
重
要
文
化
財
。
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵)
の
詞
書
の
底
本
に
何
ら
か
の
理
由
で
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
。
堀
江
Ⅰ
・
Ⅱ
の
詞
書
に
見
ら
れ
る
和
歌
が
『
上
瑠
璃』
の
場
合
と
同
様
の
改
変
で
あ
る
か
否
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
が
、
本
稿
で
指
摘
し
た
如
く
、
堀
江
Ⅱ
の
画
中
に
、｢
伊
勢
物
語｣
が
冊
子
と
し
て
描
か
れ
、
そ
の
描
か
れ
た
冊
子
に
記
さ
れ
た
文
句
が
詞
書
に
記
さ
れ
た
月
若
の
和
歌
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。『
上
瑠
璃』
の
画
中
に
は
、｢
浄
瑠
璃
物
語｣
の
他
の
伝
本
に
は
見
ら
れ
な
い
歌
謡
が
書
か
れ
て
い
た
(
９)
。
そ
の
歌
謡
の
書
き
入
れ
が
、
『
上
瑠
璃』
に
お
け
る
、
絵
巻
化
に
よ
る
改
変
の
跡
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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一
九
結
び
本
稿
で
は
、｢
堀
江
物
語｣
に
つ
い
て
、
物
語
本
文
に
は
な
く
、
堀
江
Ⅰ
と
堀
江
Ⅱ
の
二
種
の
岩
佐
又
兵
衛
風
古
浄
瑠
璃
絵
巻
の
詞
書
に
の
み
記
載
が
あ
る
和
歌
に
注
目
し
、
そ
の
和
歌
の
典
拠
と
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
、
堀
江
Ⅰ
・
Ⅱ
の
詞
書
本
文
に
は
、｢
伊
勢
物
語｣
と
関
係
を
持
つ
和
歌
が
書
か
れ
て
お
り
、
物
語
の
展
開
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。｢
伊
勢
物
語｣
と
の
関
係
は
絵
画
表
現
に
も
見
ら
れ
、
堀
江
Ⅱ
の
画
中
に
は
、
和
歌
の
典
拠
と
考
え
ら
れ
る
｢
伊
勢
物
語｣
第
四
段
の
冒
頭
部
分
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
物
語
本
文
に
は
な
い
和
歌
が
、
何
故
、
岩
佐
又
兵
衛
風
古
浄
瑠
璃
絵
巻
で
あ
る
堀
江
Ⅰ
・
Ⅱ
の
詞
書
に
見
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
語
り
物
芸
能
と
し
て
の
性
格
に
起
因
す
る
の
か
、
ま
た
は
絵
巻
化
に
よ
る
改
変
な
の
か
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
が
、
堀
江
Ⅱ
に
絵
画
化
さ
れ
た
月
若
の
姿
や
、
画
中
の
書
き
入
れ
か
ら
、
堀
江
Ⅱ
の
制
作
者
の
周
辺
に
｢
伊
勢
物
語｣
の
本
文
だ
け
で
は
な
く
、
絵
画
化
に
あ
た
っ
て
用
い
ら
れ
た
伊
勢
物
語
絵
の
粉
本
が
存
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
粉
本
が
、
比
較
的
多
く
残
存
す
る
伊
勢
物
語
絵
の
う
ち
、
異
本
絵
巻
と
東
博
本
の
二
点
に
の
み
見
ら
れ
る
、
稀
な
図
柄
で
あ
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
堀
江
Ⅱ
と
い
う
岩
佐
又
兵
衛
風
絵
巻
の
制
作
過
程
、
ひ
い
て
は
｢
堀
江
物
語｣
の
性
格
を
知
る
上
で
、
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
注
(
１)
拙
稿
｢
岩
佐
又
兵
衛
風
古
浄
瑠
璃
絵
巻
群
の
芸
能
資
料
と
し
て
の
価
値｣
(『
岩
佐
又
兵
衛
全
集
研
究
篇』
藝
華
書
院
、
二
〇
一
三
年)
、
同
｢
古
浄
瑠
璃
絵
巻
｢
堀
江｣
に
つ
い
て
―
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
本
の
伝
来
を
中
心
に
―｣
(｢
近
世
文
芸
研
究
と
評
論｣
八
五
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月)
。
(
２)
阪
口
弘
之
校
注
｢
ほ
り
江
巻
双
紙｣
で
は
｢
昔
な
れ
し
友
は
さ
な
が
ら
夢
の
よ
を
ひ
と
り
残
り
て
見
る
か
た
ぞ
な
き｣
(
拾
玉
集
・
慈
円)
と
注
す
る
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
九
〇
『
古
浄
瑠
璃
説
経
集』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
一
四
八
頁
、
注
三)
。
(
３)
『
宗
達
伊
勢
物
語
図
色
紙』
(
羽
衣
国
際
大
学
日
本
文
化
研
究
所
・
伊
勢
物
語
絵
研
究
会
編
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
二
〇
・
二
一
頁)
。
(
４)
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
資
料
篇』
(
羽
衣
国
際
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
、
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
五
六
頁)
絵
４
参
照
。
(
５)
注
(
３)
参
照
。
(
６)
注
(
３)
前
掲
書
一
八
頁
。
(
７)
注
(
２)
前
掲
書
一
〇
九
頁
。
(
８)
拙
著
『
岩
佐
又
兵
衛
風
絵
巻
群
と
古
浄
瑠
璃』
(
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
四
三
頁)
参
照
。
(
９)
注
(
８)
前
掲
書
一
六
九
頁
。
本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
四
日
に
行
わ
れ
た
、
中
京
大
学
文
化
科
学
研
究
所
｢
詩
と
散
文｣
研
究
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
研
究
例
会
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
し
て
い
る
。
席
上
、
ご
意
見
を
賜
っ
た
、
小

道
子
教
授
、
明
木
茂
夫
教
授
、
柳
沢
昌
紀
教
授
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
図
版
掲
載
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
に
多
大
な
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
(
ふ
か
や
だ
い
／
中
京
大
学
文
化
科
学
研
究
所
準
所
員
・
中
京
大
学
国
際
教
養
学
部
非
常
勤
講
師)
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二
〇
